
北
九
州
市
戸
畑
区
の
Ｊ
Ｒ
戸
畑
駅
横
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
沿
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
に
、「
戸

畑
鋳
物
株
式
会
社　

発
祥
記
念
の
碑
」
と
刻
ま

れ
た
プ
レ
ー
ト
が
は
め
込
ま
れ
て
い
る
。
明
治
43

年
（
１
９
１
０
）、
創
建
さ
れ
た
東
洋
で
初
の
可

鍛
鋳
鉄
工
場
の
跡
。
街
中
と
は
い
え
静
か
な
た

た
ず
ま
い
の
こ
の
地
か
ら
、
日
本
の
近
代
産
業
の

礎
の
一つ
が
鮎
川
義
介
に
よ
っ
て
生
ま
れ
、
育
ち
、

羽
ば
た
い
た
。

可か
た
ん鍛

鋳
鉄
と
は
、
炭
素
を
含
む
硬
い
鉄
合
金

を
熱
処
理
し
粘
り
強
さ
を
持
た
せ
た
鋳
鉄
。
薄

肉
の
小
物
の
自
動
車
部
品
、
機
械
工
具
、
建
築

用
材
な
ど
幅
広
く
活
用
で
き
る
。
鮎
川
は
最
新

工
業
技
術
を
学
ぼ
う
と
明
治
38
年
（
１
９
０
５
）

ア
メ
リ
カ
に
留
学
。
同
地
の
工
場
で
翌
年
か
ら

1
年
が
か
り
で
可
鍛
鋳
鉄
製
造
を
習
得
し
、
同

40
年
帰
国
。
大
叔
父
の
明
治
の
元
勲
井
上
馨
ら

の
援
助
で
戸
畑
に
戸
畑
鋳
物(

株)

を
創
業
し
た
。

時
に
31
歳
。
彼
自
身
は
山
口
県
出
身
。
戸
畑
に

立
地
し
た
理
由
は
、
燃
料
の
石
炭
入
手
に
便
利

で
製
品
な
ど
の
運
送
基
地
・
若
松
に
近
い
。
さ

ら
に
親
族
の
炭
鉱
王
貝
島
家
か
ら
戸
畑
に
所
有

す
る
土
地
を
提
供
さ
れ
た
こ
と
。
2
年
後
、
工

場
は
稼
働
し
管
継
手
な
ど
の
生
産
が
始
ま
っ
た
。

当
初
は
赤
字
続
き
だ
っ
た
の
が
第
一
次
世
界
大

戦
勃
発
で
注
文
が
殺
到
し
2
年
後
黒
字
に
転
換
。

製
造
に
電
気
炉
を
導
入
す
る
な
ど
の
合
理
化
、

効
率
化
も
推
し
進
め
て
成
長
。
ま
た
昭
和
2
年

（
１
９
２
７
）、
や
は
り
親
族
（
義
弟
）
の
久
原

房
之
助
が
起
こ
し
て
い
た
鉱
山
経
営
の
久
原
鉱

業
が
経
営
難
で
行
き
詰
ま
っ
た
時
、
鮎
川
が
社

長
を
引
き
受
け
て
再
建
し
た
。
こ
の
久
原
鉱
業

を
翌
３
年
、
日
本
産
業
と
改
称
し
た
。
日
産
と

い
う
名
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
。

日
産
自
動
車
の
誕
生

自
動
車
事
業
へ
の
進
出
は
昭
和
８
年
（
１
９

３
３
）、
小
型
鋳
物
の
生
産
で
は
成
長
に
限
界
が

あ
る
と
し
て
「
今
は
自
動
車
工
業
に
乗
り
出
す

好
機
で
あ
る
。
田
舎
の
鋳
物
屋
か
ら
自
動
車
部

品
会
社
に
転
向
す
る
こ
と
に
し
た
い
」
と
戸
畑

鋳
物
に
自
動
車
部
を
設
置
し
た
こ
と
が
始
ま
り
。

同
年
末
、
横
浜
に
自
動
車
製
造(

株)

を
創
業

し
翌
9
年
、
日
本
産
業
直
轄
の
日
産
自
動
車(

株)

に
改
称
し
た
。
当
時
、
自
動
車
製
造
事
業

所
は
少
な
く
、
三
井
、
三
菱
財
閥
も
不
安
定
と

み
て
手
を
出
し
て
い
な
か
っ
た
。
鮎
川
は
外
国
人

技
術
者
を
招
い
て
ア
メ
リ
カ
式
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア

に
よ
る
大
量
生
産
方
式
の
工
場
に
し
、
安
全
操

業
に
も
意
を
注
い
だ
。
そ
こ
で
誕
生
し
た
ダ
ッ
ト

サ
ン
14
、
15
型
ロ
ー
ド
ス
タ
ー
は
小
型
車
の
代

名
詞
と
な
る
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
う
。

鮎
川
は
ま
た
、
日
産
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
創
始
者

で
も
あ
っ
た
。
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
と
は
持
ち
株
会
社

を
中
核
と
し
て
多
数
の
多
分
野
の
企
業
と
共
存

共
栄
を
図
る
企
業
集
団
。
日
産
コ
ン
は
、
日
本

産
業
を
持
ち
株
会
社
と
し
日
本
鉱
業
、
日
産
自

動
車
、
日
立
製
作
所
、
国
産
工
業
（
後
の
日
立

金
属
）
な
ど
が
参
加
し
、
戦
前
、
日
本
の
十
五

大
財
閥
の
一つ
、
鮎
川
財
閥
と
も
呼
ば
れ
た
と
さ

れ
る
。
昭
和
12
年（
１
９
３
７
）に
旧
満
州（
現
：

中
国
東
北
部
）
の
満
州
国
政
府
、
関
東
軍
の
要

請
で
日
本
産
業
を
満
州
重
工
業(

株)

（
略
称
：

満
業
）
に
改
称
し
て
満
州
・
新
京
に
移
転
。
満

州
産
業
開
発
５
か
年
計
画
を
担
う
国
策
会
社
に

な
っ
た
。
だ
が
同
地
に
は
期
待
通
り
の
資
源
は

な
く
進
出
各
社
の
負
担
増
大
な
ど
か
ら
計
画
は

破
綻
、
や
が
て
日
本
敗
戦
と
な
っ
た
。

社
会
、平
和
活
動
に
も
熱
か
っ
た

戦
後
の
鮎
川
に
は
、
戦
前
の
満
州
産
業
開
発

5
か
年
計
画
の
遂
行
機
関
の
満
業
総
裁
と
し
て
、

戦
争
遂
行
に
参
画
し
た
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
判
断
さ

れ
、
１
９
４
５
年
12
月
、
準
Ａ
級
戦
犯
容
疑
者

と
指
名
さ
れ
巣
鴨
収
監
の
憂
き
目
が
待
っ
て
い

た
。
2
年
後
、
誤
解
は
解
け
て
釈
放
さ
れ
活
動

を
再
開
し
た
。
そ
れ
は
、
大
規
模
な
水
力
発
電

所
建
設
に
よ
る
電
源
開
発
構
想
で
あ
り
、
自
動

車
の
普
及
、
戦
後
の
復
興
を
目
指
す
全
国
自
動

車
道
路
建
設
計
画
作
り
。
自
ら
調
査
・
研
究
を

重
ね
て
政
治
運
動
化
し
、
や
が
て
国
策
の
電
源

開
発
会
社
、
日
本
道
路
公
団
に
引
き
継
が
れ
、

今
日
の
我
々
の
社
会
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
鮎
川

は
ま
た
、
満
州
時
代
を
通
じ
て
も
ア
メ
リ
カ
で
の

人
脈
を
生
か
し
て
日
中
戦
争
、
さ
ら
に
日
米
戦

回
避
の
運
動
を
続
け
て
い
た
。
さ
ら
に
昭
和
17

年
１
９
４
２
）
満
業
総
裁
退
任
で
実
業
界
の
第

一
線
を
退
き
、
義
済
会
と
い
う
社
会
公
益
団
体

を
設
立
。
戦
争
の
早
期
終
結
、
国
運
発
展
を
図

る
こ
と
を
目
指
し
そ
の
一
環
と
し
て
大
原
社
会

問
題
研
究
所
な
ど
を
支
援
し
た
こ
と
が
分
か
っ

て
い
る
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
の
戦
犯
容
疑
者
扱
い
が
間

違
い
だ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
っ
た
。

鮎
川
は
明
治
13
年(

１
８
８
０)

、
山
口
県
吉

敷
郡
御
堀
村(

現
：
山
口
市
大
内
御
堀)

で
元

長
州
藩
士
の
家
に
出
生
、
母
が
井
上
馨
の
姪
。

井
上
か
ら
は「
貴
様
は
将
来
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
れ
」

と
告
げ
ら
れ
東
京
帝
国
大
学
卒
後
、
工
学
士
の

肩
書
き
を
秘
し
て
芝
浦
製
作
所
に
職
工
と
し
て

入
所
。
そ
こ
で
鋳
物
を
知
り
ア
メ
リ
カ
留
学
に

結
び
つ
い
た
。
昭
和
42
年
（
１
９
６
７
）
没
。

戸
畑
と
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
は
安
藤
良
雄
著

「
昭
和
史
へ
の
証
言
２
」
で
「
大
学
卒
後
、
井
上

馨
さ
ん
の
関
係
で
三
井
に
好
条
件
で
迎
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
上
層
部
に
尊
敬
を
払
え

ず
人
並
み
外
れ
た
方
面
に
走
り
、
や
が
て
私
の

事
業
の
揺
籃
、
戸
畑
鋳
物
会
社
と
な
っ
て
表
れ

る
に
至
っ
た
」
と
述
べ
、
ま
た
「
社
名
に
人
の
名

を
冠
せ
る
こ
と
は
嫌
い
。
個
人
の
事
業
で
は
な
い
。

日
本
の
全
体
の
産
業
だ
と
い
う
意
味
で
日
本
産

業
と
し
た
」
と
も
話
し
て
い
る
。

戸
畑
鋳
物
は
そ
の
後
、
国
産
工
業
と
名
を
変

え
日
立
製
作
所
と
合
併
、日
立
金
属
工
業
（
株
）、

そ
の
後
、現
在
の
日
立
金
属
（
株
）
に
社
名
変
更
、

昭
和
55
年
（
１
９
８
０
）、
苅
田
町
に
移
転	

し
た
。	
　

北
九
州
市
自
然
史
・
歴
史
博
物
館	

歴
史
課

長
の
日
比
野
利
信
学
芸
員
は
「
明
治
時
代
末
か

ら
昭
和
に
か
け
、
安
川
家
が
若
松
か
ら
移
っ
て
き

た
ほ
か
次
々
に
戸
畑
に
立
地
し
た
。
そ
の
動
き
を

鮎
川
も
目
に
し
て
い
た
。
日
産
は
戸
畑
か
ら
始

ま
っ
た
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
意
識
す
る
人
は
今

い
な
い
。
鮎
川
の
存
在
、
業
績
が
も
っ
と
知
ら
れ

て
欲
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

シ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ　

村
田
和
夫

JR 戸畑駅近くのコンクリート
壁に表示されている戸畑鋳物
発祥記念の碑

今
回
の
歴
史
文
化
塾
は
感
染
予
防
の

た
め
中
止
致
し
ま
す
。

北
九
州
歴
史
文
化
遺
産
　
第
四
十
九
回

日
産
創
業
の
鮎
川
　

社
会
・
産
業
発
展
に
尽
力

鮎川義介氏（日立金属株式会社提供）

創業当時の戸畑鋳物（日立金属株式会社提供）


